
（別紙）

１ 復興支援プログラムについて

農林中央金庫では、東日本大震災で甚大な被害を受けた農林水産業の復興

を支援するため、平成 23 年４月に「復興支援プログラム」を創設。被災さ

れた農林漁業者への金融・経営支援に加え、被災地における早期営農再開の

観点から、制度資金の援助が届きにくい消費資材等への助成を行う等、多面

的な支援を行っております。

２ 地域復興プロジェクト支援について

  被災地域において、農林水産業を通じて地域復興を促進する事業に支援

を行い、復興を後押しするものです。

被災地での事業展開に起因する費用のほか、6 次産業化への取組費用や、

震災を契機とした集落機能の再生・強化を目的に先進的な経営形態等へ転

換する取組費用等を支援しています。

３ 気仙沼ウーパーについて

「気仙沼ウーパー」は、震災後に設立された女性による農業生産組織。震

災以前は兼業農家であったものの、被災により失業。その後、ＪＡ南三陸

の臨時職員として農業を学ぶ中で営農技術を習得していき、地域農業の復

興・発展を目指し、当組織を設立しました。

  当組織では、ＪＡ南三陸が「春告げやさい」として産地化に取り組む葉

物野菜（ちぢみ小松菜、菜花）の生産を中心に、セリ（春告げやさいの一

種）の出荷調整作業受託、アンジェレ（トマト）の生産を行っています。

このほか、地域農家が生産した野菜の出荷調整作業の受託も行っており、

地域全体としての生産規模拡大・効率化を目指しています。

ＪＡ南三陸管内では、震災以前から春告げやさいの産地化を推進してきて

おり、本吉地区は生産の中心地であったものの、震災により被災したことで

生産量は大幅に減少。そうした状況において、当組織が中心となり、本吉地

区の地域農業の復興と、春告げやさいの産地化に取り組んでいます。

支援先 気仙沼ウーパー（組合長 小室千恵子）

設 立 平成 27 年 5 月 
生産品目 春告げやさい（ちぢみ小松菜、菜花、セリ（出荷調整作業受

託））、アンジェレ（トマト）

※春告げやさい：

ちぢみほうれん草、春立ち菜花、ちぢみ小松菜、菜花、ふきの

とう、ちぢみゆきな、アスパラ菜、セリの 8 種類の春先に収穫

される野菜。



 

 
 
 

  
支援金額 約 1,000 万円 
支援内容 集出荷調整施設、集出荷調整作業用機材および設備、施設工

事費等 


